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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日本銀行による金融政策を背景とした企業

収益や雇用環境の改善が続くなど、引き続き緩やかな回復基調で推移しております。

医療業界におきましては、多くの都道府県において「地域医療構想」の策定がされ、2025年を目途に病床機能分

化、医療・介護の連携の実現など、業界全体での変化が求められてきております。また、住み慣れた地域で切れ目

のない医療介護サービスや予防・生活支援の提供を目指す「地域包括ケアシステム」の構築及び地域医療連携の普

及促進等も実現に向けて進められており、これらの必須基盤である電子カルテシステムは、今後も着実に普及が進

むものと予測されます。

こうした事業環境の下、電子カルテ市場における有力ベンダー数社の競争も激しさを増しております。当社は、

電子カルテシステムの開発・販売を中心に事業を展開し、今期におきましては、開発力の強化及びサポート力の拡

充を図る体制の再編を行い、更なる顧客満足度の向上に努めております。

この結果、売上高は7,351百万円（前年同期比34.7％減）、利益面におきましては営業利益1,211百万円（同45.3

％減）、経常利益1,221百万円（同45.3％減）、四半期純利益840百万円（同43.2％減）となりました。なお、セグ

メントの業績につきましては、当社は医療情報システム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　

（２）財政状態に関する説明

① 資産・負債及び純資産の状況

(資産)

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比較して459百万円減少し、17,639百万円となりました。主

な要因は、現金及び預金128百万円の増加、売上債権273百万円の減少、有価証券100百万円の増加、流動資産「その

他」に含まれる繰延税金資産164百万円の減少、有形固定資産140百万円の減少及び投資有価証券83百万円の減少に

よるものであります。

(負債)

当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比較して910百万円減少し、2,342百万円となりました。主な

要因は、買掛金142百万円の増加、未払法人税等662百万円の減少、流動負債「その他」に含まれる未払金249百万円

の減少及び未払消費税等118百万円の減少によるものであります。

(純資産)

当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比較して451百万円増加し、15,297百万円となりました。主

な要因は、四半期純利益840百万円、第48期利益剰余金の配当金399百万円によるものであります。

　

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ128百

万円増加し、6,549百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、540百万円（前年同四半期は2,498百万円の収入）となりました。これは主に、

税引前四半期純利益1,221百万円、減価償却費156百万円、売上債権減少額273百万円、たな卸資産減少額4百万円、

仕入債務増加額142百万円、未払消費税等減少額118百万円、前受金減少額23百万円、その他の流動負債減少額251百

万円、法人税等の支払額878百万円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、12百万円（前年同四半期は44百万円の支出）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出11百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、400百万円（前年同四半期は372百万円の支出）となりました。これは主に、配

当金の支払額399百万円によるものであります。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年10月期の業績予想につきましては、平成28年12月９日に公表しました業績予想に変更はありません。

決算短信（宝印刷） 2017年06月06日 13時23分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



㈱ソフトウェア・サービス(3733) 平成29年10月期 第２四半期決算短信(非連結)

3

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年10月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,521,028 8,649,187

売掛金 2,386,534 2,112,971

有価証券 - 100,000

商品 210,153 172,278

仕掛品 226,677 259,869

その他 305,247 109,633

貸倒引当金 △2,371 △2,096

流動資産合計 11,647,271 11,401,843

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,309,562 3,197,137

構築物（純額） 95,911 89,882

工具、器具及び備品（純額） 274,550 252,483

土地 2,415,770 2,415,770

有形固定資産合計 6,095,794 5,955,273

無形固定資産 5,452 7,986

投資その他の資産

投資有価証券 202,322 118,961

関係会社株式 20,000 20,000

その他 128,010 135,285

投資その他の資産合計 350,332 274,246

固定資産合計 6,451,579 6,237,507

資産合計 18,098,851 17,639,350

負債の部

流動負債

買掛金 1,333,462 1,476,224

未払法人税等 919,414 257,089

前受金 147,662 124,403

その他 852,076 484,350

流動負債合計 3,252,614 2,342,066

負債合計 3,252,614 2,342,066

純資産の部

株主資本

資本金 847,400 847,400

資本剰余金 1,246,252 1,246,252

利益剰余金 12,990,341 13,431,051

自己株式 △275,191 △275,693

株主資本合計 14,808,802 15,249,010

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 37,433 48,273

評価・換算差額等合計 37,433 48,273

純資産合計 14,846,236 15,297,284

負債純資産合計 18,098,851 17,639,350
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

売上高 11,250,090 7,351,403

売上原価 8,410,748 5,487,778

売上総利益 2,839,342 1,863,624

販売費及び一般管理費 622,734 652,090

営業利益 2,216,607 1,211,533

営業外収益

受取利息 1,347 211

受取配当金 587 1,204

受取事務手数料 2,037 2,222

受取賃貸料 4,017 4,017

その他 6,300 1,923

営業外収益合計 14,289 9,579

営業外費用

その他 - 0

営業外費用合計 - 0

経常利益 2,230,897 1,221,113

特別損失

固定資産売却損 5,552 -

固定資産除却損 3 -

特別損失合計 5,555 -

税引前四半期純利益 2,225,342 1,221,113

法人税、住民税及び事業税 793,044 219,113

法人税等調整額 △46,922 161,947

法人税等合計 746,121 381,061

四半期純利益 1,479,220 840,052
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,225,342 1,221,113

減価償却費 184,235 156,235

貸倒引当金の増減額（△は減少） 686 △274

受取利息及び受取配当金 △1,935 △1,416

固定資産売却損益（△は益） 5,552 -

固定資産除却損 3 -

売上債権の増減額（△は増加） △717,048 273,562

たな卸資産の増減額（△は増加） 373,107 4,683

仕入債務の増減額（△は減少） 50,771 142,761

未払消費税等の増減額（△は減少） 868 △118,705

前受金の増減額（△は減少） 191,128 △23,259

その他の流動負債の増減額（△は減少） △38,049 △251,823

その他 79,058 15,646

小計 2,353,722 1,418,524

利息及び配当金の受取額 990 1,324

法人税等の還付額 172,576 41

法人税等の支払額 △28,290 △878,966

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,498,998 540,923

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △11 -

有形固定資産の取得による支出 △44,638 △11,690

有形固定資産の売却による収入 3,330 -

無形固定資産の取得による支出 △3,144 -

定期預金の預入による支出 △100,000 △100,000

定期預金の払戻による収入 100,000 100,000

投資有価証券の取得による支出 △497 △1,020

投資活動によるキャッシュ・フロー △44,961 △12,711

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 - △502

配当金の支払額 △372,641 △399,551

財務活動によるキャッシュ・フロー △372,641 △400,053

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,081,395 128,158

現金及び現金同等物の期首残高 3,019,395 6,421,028

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,100,790 6,549,187
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日）

該当事項はありません。

当第２四半期累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年４月30日）

該当事項はありません。

　

（追加情報）

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。

（セグメント情報等）

当社は、医療情報システム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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３．補足情報

（１）ハードウェア仕入実績
当第２四半期累計期間のハードウェアの仕入実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示

すと、次のとおりであります。

種類

当第2四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年４月30日)

仕入高（千円） 前年同期増減率（％）

ハードウェア 2,145,590 △55.7

合計 2,145,590 △55.7

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

（２）受注実績
当第２四半期累計期間の受注実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示すと、次のとお

りであります。

種類

当第2四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年４月30日)

受注高（千円）
前年同期増減率

（％）
受注残高（千円）

前年同期増減率
（％）

ソフトウェア 3,559,933 82.7 2,491,222 125.0

ハードウェア 2,483,616 88.6 1,024,465 79.6

合計 6,043,549 85.1 3,515,687 109.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

（３）販売実績
当第２四半期累計期間の販売実績について、当社は単一セグメントとしているため、種類別に示すと、次のとお

りであります。

種類

当第2四半期累計期間
(自 平成28年11月１日
至 平成29年４月30日)

販売高（千円） 前年同期増減率（％）

ソフトウェア 2,657,141 △28.3

ハードウェア 2,502,870 △54.9

保守サービス 2,191,391 10.1

合計 7,351,403 △34.7

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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